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を移動するが、放出 γ 線を PET (positron emission tomography) 装置、あるいは SPECT (single photon emisｭ





この問題点を解決するために新しい高速演算アルゴリズムを提案している。本論文は次の 5 章から構成される o
第 1 章は緒論であって、研究の背景、意義をまとめているo
第 2 章では、コンパートメントモデル解析の基礎を説明し、本論文の医学的根拠を明らかにしている。





第 4 章では、 1231 標識イソプロピルヨードアンフェタミン(IMP) と SPECT 測定で得られたデータから、脳血流
量と分布容量の定量化を行うための研究を行っている。すなわち、ダイナミック SPECT 測定で得られたデータから、
グラフプロット法による高速演算アルゴリズムを提案している。本法で得られた脳血流量は、従来の NLLSF 法と向
精度であるにも関わらず、計算速度は約12000倍の高速化を実現しているo また、本研究において 1MP の動態モデ
ルが 2 つのコンパートメントからなるモデルで表されることを明らかにしているo この研究成果を基にして、 2 回の
SPECT 測定のみから脳血流量の画像化が可能な 3 種類の高速演算アルゴリズム(テープル参照法、線形最小二乗法、
線形最小値探索法)を構築し比較検討を行っているo これらの方法で脳血流量の画像化を行った結果、ダイナミック



















5. グラフプロット法解析の線形性より、 IMP の脳内での挙動が 2 つのコンパートメントからなるモデルで表され
ることを初めて明らかにしている。
以，上のように本論文は、脳循環代謝機能を定量的に解析する種々の高速アルゴリズムを提案し、その高速性と有効
性を評価したものであり、本研究で提案された手法は実用に供せられている。本研究で提案されている解析法は、核
医学における機能画像作成に有能な高速手法を与えるものである o よって本論文は博士論文として価値のあるものと
認めるo
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